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過
去
の
災
害
に
よ
る
町
の
被
害 

⑤

過
去
の
災
害
を
調
べ
る

　
広
報
で
は
４
回
に
わ
た
っ
て
、
町

で
起
こ
っ
た
災
害
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
被
害
状
況
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
伝
え
し
き

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
過
去
の

災
害
を
調
べ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う

な
本
が
役
に
立
つ
の
か
を
紹
介
し
ま

す
。

■
『
お
お
い
そ
の
歴
史
』

　『
大
磯
町
史
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
す
。
過
去
の
災
害
を
簡
単

に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
場
合

は
、『
大
磯
町
史
』
の
通
史
編
（
６
、

７
巻
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
『
大
磯
の
今
昔
』
全
10
巻

　
郷
土
資
料
館
初
代
館
長
鈴
木
昇

氏
が
ま
と
め
た
大
磯
の
歴
史
で
す
。

関
東
大
震
災
に
つ
い
て
は
９
巻
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

■
『
大
磯
町
史
』
９
巻
（
別
編 

自
然
）

　
過
去
に
起
き
た
自
然
災
害
を
ま

と
め
た
表
が
あ
り
ま
す
。

■
『
む
か
し
が
た
り

　
　
―
古
老
が
語
る
大
磯
の
災
害
―
』

　
災
害
を
体
験
し
た
方
か
ら
話
を

聞
き
、
か
た
り
を
そ
の
ま
ま
文
章

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

■
『
大
磯
町
史
』
３
巻

　
　（
資
料
編 

近
現
代
１
）

　
関
東
大
震
災
関
係
の
資
料
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

■
『
震
災
記
録
』

　
関
東
大
震
災
の
翌
年（
大
正
13

年
）に
大
磯
警
察
署
か
ら
発
行
さ

れ
た
震
災
の
記
録
で
す
。
町
の
被

害
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

■
『
神
奈
川
県
震
災
誌
』

　
関
東
大
震
災
の
４
年
後（
昭
和

２
年
）に
、
神
奈
川
県
が
ま
と
め

た
震
災
の
記
録
で
す
。
震
災
に
よ

る
県
内
の
被
害
状
況
が
わ
か
り
ま

す
。

■
『
大
磯
町
文
化
史
』

　
江
戸
時
代
の
災
害
に
つ
い
て
詳

し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
紹
介
し
た
本
は
、
い
ず
れ
も
図

書
館
ま
た
は
郷
土
資
料
館
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
災
害
関
係
の
本

や
資
料
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
の
で
、
過
去
の
災

害
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
を
知
り
た
い
場
合
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
図
書
館
　
☎（
61
）３
０
０
２

・
郷
土
資
料
館
　
☎（
61
）４
７
０
０

　
３
月
１
日（
木
）か
ら
７
日（
水
）ま

で
の
７
日
間
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
日
が
多
く

な
り
、
い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
し
ま

す
と
、
大
き
な
火
災
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
関

心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す

る
死
者
の
数
を
減
ら
し
、
ま
た
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

日
頃
か
ら
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
に

お
い
て
火
災
予
防
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
設

置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
は
早
目

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

 

３
つ
の
習
慣

■
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

■
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

■
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

 

４
つ
の
対
策

■
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

■
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

■
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

■
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
23
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
た
は
ず

     

決
め
つ
け
な
い
で  

も
う
一
度
」

３
月
１
日

　〜
７
日

　

木

水

▼
貸
出
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上

の
方

②
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有

す
る
法
人
又
は
そ
の
他
の
団
体

▼
予
約
受
付
開
始
日

　
３
月
５
日（
月
）か
ら

▼
予
約
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
※
日
曜
・
年
末
年
始
を
除
く

▼
貸
出
開
始
日

　
３
月
12
日（
月
）か
ら

▼
貸
出
期
間

半
日（
午
前
９
時
〜
午
後
12
時
30

分
、午
後
1
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

※
日
曜
・
年
末
年
始
を
除
く

▼
貸
出
台
数
　
１
回
に
つ
き
１
台

▼
申
込
方
法

電
話
又
は
直
接
、
利
用
希
望
日
を

予
約
し
、
利
用
日
当
日
に
貸
出
申

※

請
書
と
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
で
き
る
書
類
を
持
参
。

※
申
請
書
は
、
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

▼
注
意
事
項

測
定
器
は
、
空
間
線
量
を
測
定
す

る
も
の
で
す
。
食
品
や
水
、
土
壌

は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

放
射
線
測
定
器
を

貸
出
　


